
令和8年度版

No. 31 主な対象
小学生向け（あいキッズ、寺子屋など）

一般区民向け（町会・自治会・サークルなど）

タイトル

テーマ ごみ・資源 形式 講義＋工作

所要時間 40分～1時間 人数 10～30名

推奨
実施時期

講師・費用 エコポリスセンタースタッフ（無償） 講師派遣数 2名

ねらい・内容

依頼元に
ご用意いただく

材料等

①お弁当のフタ等で、上記のような『PS』の表記が
あるプラスチック
※完成品は元の大きさの3～4分の1になるため、1
つあたり最低10㎝四方取れる程度の大きさを推
奨。
②はさみ
③穴あけパンチ
④アルミホイル
⑤クッキングシート
⑥プラバンの押し板（平らな板、厚めの雑誌や本
等）
⑦下絵（必要に応じて）
⑧筆記用具

＜油性カラーペンで作る場合＞
・油性カラーペン（マッキーだと半透明、ポスカだと
不透明な仕上がり）

＜色鉛筆で作る場合＞
・色鉛筆
・紙やすり（中目～細目のもの）

講師側
準備物

①講義データ入りパソコンまたはデータ入りSDカード
②下絵（必要に応じて）

依頼元に
必要な設備・機材

①PC・プロジェクター(又はモニター)
②スクリーン（又はプロジェクターを投影できる白い
布や壁）※モニターの場合は不要
③プロジェクター用・パソコン用の台
④延長コード
⑤HDMIケーブル
⑥参加者用の机（養生済のもの）・椅子
⑦トースター（人数が多い場合は複数台あるとよ
い）
⑧トースターを置く台

実施場所
机・椅子がある室内
必ず電源が使用できる場所

依頼元
必要スタッフ数

打ち合わせ

その他

・サポートとしてボランティアスタッフが同行する場合があります。
・実施開始時間は10時以降15時までです。

★確定した【参加人数・班人数】を開催10日前までにご連絡ください。

＜エコポリスセンター　地域エコロジー講座　詳細メニュー＞

お弁当のフタが変身！

通年

■ねらい
生活する中で出たものを実際に使って工作をすることで、普段捨ててし
まうようなものの再利用とごみの削減を実感しながら学ぶ。

■内容
＜お話＞
海洋プラスチック、マイクロプラスチック、生き物や人間への影響につい
てお話。

＜プラバン工作＞
下の図のマークがついたお弁当のフタ等、ポリスチレン製のプラスチック
に絵を描き、トースターで焼く。焼く前に穴をあけておくと紐やリボンを通
してオリジナルのストラップができる。
※油性カラーペンまたは色鉛筆で
作るパターンの選択可。

2～3名

【対応時間】9時～17時
・電話かメールで連絡がとれるようにお願いいたします。詳細な打ち合わせが必要となりますので、直接お会いして打ち合わせを
させていただく場合がございます。

←油性カラーペンで

作成したもの

←色鉛筆で

作成したもの


